
日本学術会議 

地球惑星科学委員会 IGU 分科会（第 26 期・第 8 回） 

議事要旨 

 
1. 日  時 令和７年 12 月 5 日（金）10 時 30 分～12 時 00 分 
2. 会  場 オンライン会議（Zoom） 
3. 出  欠（名簿順、敬称略） 
出  席：矢野桂司、小口高、阿部彩子、飯島慈裕、池口明子、池谷和信、石川徹、 

石川義孝、井田仁康、伊藤香織、奥村晃史、久保純子、近藤康久、鈴木康弘、 
中谷友樹、埴淵知哉、山﨑孝史、山下潤、山田育穂、山野博哉、由井義通、 
渡辺浩平 

欠  席：中澤高志、小野裕一、谷田貝亜紀代、山本佳世子、横山智、若林芳樹 
 
4. 議事概要 
(１) IGU2026 へ向けた取り組み 

下記のそれぞれについて鈴木委員長からの説明に基づき議論した。 
【代表派遣（資料 2）】 
来年度の IGU 大会@イスタンブールに鈴木委員長を派遣することが提案され、幹事会
で検討することとなった。 
【IGU 賞候補者推薦（資料 3）】 
IGU 賞には、①The IGU Planet and Humanity Medal、②The IGU Lauréat d’honneur、
③The IGU Early Career Award in Geography、④The IGU Award for Distinguished 
Geographical Practice の 4 つがあり、①は該当無し、②～④について候補者を推薦する
ことを確認した（最終的に松本 淳氏、山川充夫氏、杉江あい氏）。 
【役員選挙（資料 4）】 
山﨑孝史委員に立候補いただく方向で準備をすることとし、情報収集等を進めていく
ことを確認した。関連して、IGU Regional Conference の誘致可能性についても意見交
換を行った。2030 年は Belgrád に既に決定しており、次は 2034 年となる。2013 年京
都会議について矢野委員、石川（義）委員から情報提供があり、概ね 6~7 年前から準
備を開始し、5 年前には IGU 役員会に提案する等のスケジュールを確認した。 
【国際発信】 
鈴木委員長から日本地理学会の活動として、国際専門委員会の立ち上げ、Springer の
AJG ライブラリとして"Geographical Research Highlights from Japan 2025"の open 



access での刊行（後継として Series B の別冊（Supplement Issue）を発⾏予定）、アジ
ア地理学会および日中韓地理学会議への積極的な協力、百周年式典（6 月）とシンポジ
ウム（11 月）の IGU 関係者へ周知、若手海外派遣助成募集と今後の方針の検討状況等
について報告がなされた。関連して、人文地理学会の動向について矢野委員から情報提
供があった。 
【その他】 
鈴木委員長から、『地図中心』（山﨑直方特集）をベースに、“Advances in Geographical 
and Environmental Sciences”を出版するという氷見山先生の提案（Series Editor：Yukio 
Himiyama, Subhash Anand）について説明があり、検討していくこととなった。 
 

(２) IAG 小委員会の活動報告 
久保委員より IAG 小委員会の活動として、ルーマニア、ティミショアラ地域大会、
Geodiversity Day の Webinar、小口 IAG 分科会副委員長の IAG 次期役員選挙での副会
長への立候補、来年の ICG ニュージーランド、クライストチャーチ大会等について報
告された。また、関連する国内の動向として、日本地形学連合の新執行部への交代、
IAG 会費負担についても報告があった。 

 
(３) ICA 小委員会からの報告（資料 5） 

伊藤委員より資料 5 に基づき ICA 小委員の活動として、ICC2025 での活動等について
報告がなされた。 
 

(４) その他 
【前回議事要旨の確認】 
委員長による議事要旨案（資料 1）の提示に基づいて第 7 回の議事要旨案を確認し、確
定した。 
【IGU Seminar on Geodiversity from Geographical Perspectives 2025 についての報告】 
鈴木委員長より資料 6 に基づき、山野委員が中心となり開催された Geodiversity に関
する IGU セミナーについて報告された。 
【国際地理オリンピック】 
井田委員より、今年のバンコク大会の結果、来年のトルコ大会に向けてのスケジュール
や応募状況、日本への大会誘致の検討状況等について説明がなされた。 
【日本学術会議の動向】 
矢野委員より日本学術会議の法人化に向けた動き等について説明がなされた。 

 
5. 配布資料 
資料 1：前回議事録 



資料 2：代表派遣 
資料 3：IGU 賞推薦 
資料 4：役員選挙 
資料 5：ICA 報告 
資料 6：IGU Seminar on Geodiversity from Geographical Perspectives 2025 
 


